
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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2020
令和2年 

（3）令和2年度稲城市防災訓練主
な
記
事

（4・5）  特集 消防団特集
　

（8）
11月は
稲城市民憲章推進月間です

　
（8）

稲城市民無料ご招待
inよみうりランド

消防団特集
詳細は

4 ・ 5
面

誰
 で
 も
 H
E
R
O

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

ヒーローヒーロー

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）令和2年10月1日現在
（70人増）92,051人人口
（31人増）46,281人男
（39人増）45,770人女

（36世帯増）41,103世帯世帯数
※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

「　「地元が好きだ。だから守りたい。」という気持ちを持ったＨＥＲＯたちが
稲城市にはいます。
■問 令和2年度稲城市消防団広報施策作業部会（稲城消防署防災課消防団係）令和2年度稲城市消防団広報施策作業部会（稲城消防署防災課消防団係）　1377－7119

　「地元が好きだ。だから守りたい。」という気持ちを持ったＨＥＲＯたちが
稲城市にはいます。
■問令和2年度稲城市消防団広報施策作業部会（稲城消防署防災課消防団係）　1377－7119
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▽　

月
下
旬
〜　

月
の
作
業
日
・
地
区　
　

／　
（
火
）・
長
峰
、　

／　
（
火
）・
押
立
、　

／　
（
火
）・
向
陽
台
、　

／
1（
火
）・
矢
野
口
、　

／
8（
火
）・
坂
浜
、　

／　
（
火
）・
大
丸
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で

10

12

10

27

11

10

11

17

12

12

12

15

お
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
2
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

環境 環境 

再再任任さされれままししたた
固固定定資資産産評評価価
審審査査委委員員会会委委員員

　本委員会は、固定資産の価格に
関する不服を審査することを目的
とした委員会です。9月の第3回
市議会定例会で再任されました。
任期は10月5日～令和5年10月4
日の3年間です。

 稲  葉 　 勝  巳 氏（不動産鑑定士）
いな ば まさ み

 岩  藤 　 真  実 氏（税理士）
いわ ふじ まさ み

 草  川 　 健 氏（弁護士）　
くさ かわ たけし

■問情報管理課文書法制係

受受けけ付付けけまますす
東京たま広域資源循環組合東京たま広域資源循環組合

入札参加申請入札参加申請
　令和3・4年度の工事・物品買入れ等の入札参
加申請を受け付けます。詳細は「東京たま広域資
源循環組合」�をご覧ください。
■申郵送〔10月16日（金）～〕
■限11月2日（月）必着
※期間を過ぎても随時受け付けていますが、11
月3日以降のものは、令和3年4月1日以降の競争
入札参加資格者名簿に登録されます。
■先■問東京たま広域資源循環組合総務課（〒190－
0181西多摩郡日の出町大字大久野7642）　
1042－597－6151

　

生
態
系
を
守
り
、
良
好
な
自
然

環
境
を
作
る
た
め
、
溜
め
池
を
定

期
的
に 
浚 
せ
つ
（
池
の
底
の
土
砂

し
ゅ
ん

を
取
り
除
く
）
し
て
い
ま
す
。
浚

せ
つ
す
る
前
に
、
池
に
住
む
生
き

も
の
を
保
護
す
る
取
り
組
み
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

　

生
き
も
の
は
講
師
の
指
導
の
も

と
安
全
な
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
日
）

１０

２５

※
雨
天
順
延
〔
予
備
日　

月
８
日

１１

（
日
）〕

禁
止
で
す

違
反
広
告
物

　

ま
ち
の
景
観
と
安
全
を
保
つ
た

め
、
道
路
上
へ
の
立
て
看
板
や
、

電
柱
・
街
路
樹
な
ど
へ
の
貼
り
紙
・

貼
り
札
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
・
事
業
所
へ
配
布

さ
れ
、１
年
間
使
用
さ
れ
る
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
へ
広
告

掲
載
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
等
の

Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

▽
規
格　

タ
テ　

㎜
×
ヨ
コ　

㎜

２７

７３

▽
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
時
期　

令
和

３
年
３
月
初
旬
以
降

■費
 

１
万
６
千
円
（
１
枠
）

■申
 

広
告
掲
載
申
込
書
を
持
参
ま
た

は
郵
送

※
広
告
内
容
の
分
か
る
原
稿
を
必

ず
添
付

※
広
告
掲
載
申
込
書
・
募
集
要
項

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

城
山
公
園
芝
生
広
場

■定
 
　

人
１５

※
小
学
校
低
学
年
以
下
は
要
保
護

者
同
伴

■講
 

城
山
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
会

■持
 

汚
れ
て
も
良
い
服
装
（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
推
奨
）
、
長
靴
、
ゴ
ム

手
袋
、汚
れ
た
物
を
持
ち
帰
る
袋
、

飲
み
物

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル〔
必

要
事
項
〇
氏
名
〇
性
別
〇
年
齢
〇

住
所
〇
電
話
番
号
〇
同
伴
者
氏
名・

年
齢
〕

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
政
策
係　
5　
・３７８

３
３
１
０　

� kankyou@
city.inagi.lg.jp

募
集
し
ま
す

違
反
広
告
物
撤
去
協
力
員

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
撤

去
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒

に
稲
城
の
景
観
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上

２０

の
方
（
登
録
制
）

▽
任
期　

２
年
間

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

参
加
者
募
集

城
山
公
園
の
池
の
底

き
れ
い
に
す
る
！
大
作
戦

有
料
広
告
を
募
集

令
和
３
年
度
版
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

▲生きもの保護の取り組み

▲違反広告物撤去の様子

は
、
環
境
課
・
市 　 
で
入
手
可

HP

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
を
優
先

※
公
共
性
・
品
位
を
損
な
う
恐
れ

の
あ
る
も
の
等
は
掲
載
不
可

■限
 
　

月　

日（
金
）

１０

３０

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

学
校
給
食
共
同
調
理
場

新
第
一
調
理
場
が
完
成

市
長
コ
ラ
ム
No.106

稲城市長

　

南
山
小
学
校
の
東
側
に
建
設

し
て
お
り
ま
し
た
新
第
一
調
理

場
が
こ
の
た
び
完
成
し
、　

月
１０

　

日
に
は
小
規
模
な
竣
工
式
を

１０執
り
行
い
ま
し
た
。

　

既
に
９
月
初
旬
に
は
建
屋
が

完
成
し
て
お
り
、
そ
の
後
調
理

器
具
や
洗
浄
機
器
が
設
置
さ
れ
、

残
り
の
厨
房
設
備
や
備
品
類
を

搬
入
し
、
今
後
様
々
な
準
備
・

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
調
理
等

委
託
業
者
に
お
け
る
調
理
訓
練
、

洗
浄
訓
練
を
経
て
、
令
和
３
年

４
月
か
ら
稼
働
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

さ
て
、
学
校
給
食
共
同
調
理

場
の
建
て
替
え
・
移
転
に
つ
き

ま
し
て
は
、
私
が
長
年
に
わ
た

り
取
り
組
ん
で
き
た
政
策
で
あ

り
、
他
の
諸
施
策
と
比
べ
て
も

思
い
入
れ
が
深
く
、
今
回
の
完

成
を
迎
え
て
感
無
量
で
す
。

　

稲
城
市
で
は
、
都
内
の
他
の

は
第
一
調
理
場
と
担
当
す
る
学

校
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
調
理

数
増
加
に
対
応
す
る
必
要
か
ら

設
備
改
修
が
必
要
で
あ
る
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
の
市
長
選
挙
に
お
い

２７

て
は
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
建
替
移
転
と
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
の
提
供
を
公
約
の
柱
に
据

え
て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
回
完
成
す
る
第
一
調
理
場

は
最
大
食
数
６
５
０
０
食
を
配

食
す
る
こ
と
が
で
き
、
第
二
調

理
場
の
最
大
食
数
３
千
食
と
合

わ
せ
て
一
日
当
た
り
９
５
０
０

食
の
供
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
内
全
小
中
学
校
に

安
定
的
に
完
全
給
食
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
の
提
供
を
開
始
し

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
も
温
か
な

ご
飯
と
汁
物
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
炊
飯
室
ラ
イ
ン
を
備
え
て

お
り
、
防
災
対
策
に
も
配
慮
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

大
規
模
な
完
成
記
念
式
典
な
ど

を
実
施
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
来
年
の
稼
働
直
前
に
は

学
校
関
係
者
や
保
護
者
向
け
の

内
覧
会
を
実
施
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
、
皆
さ
ん
に
も
お
披

露
目
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

買
収
で
き
た
と
し
て
も
工
場
の

建
て
替
え
は
で
き
な
い
土
地
で

あ
り
、
投
資
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

第
三
の
課
題
は
移
転
先
の
問

題
で
す
。
給
食
調
理
場
と
い
っ

て
も
、
こ
れ
は
食
品
工
場
で
あ

り
、
原
則
と
し
て
建
設
で
き
る

用
途
地
域
は
「
工
業
地
域
」
ま

た
は
「
準
工
業
地
域
」
に
限
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
市
内
に
は

調
理
場
用
地
に
適
し
た
一
定
規

模
の
工
業
地
域
・
準
工
業
地
域

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
平
成　

年
に
財
政
課
長

１８

を
務
め
、
市
の
財
政
状
況
全
般

を
知
る
に
つ
れ
て
こ
の
問
題
を

認
識
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意

し
、
南
山
地
域
へ
の
移
転
構
想

を
同
地
域
に
小
学
校
を
新
設
す

る
必
要
性
と
併
せ
て
、
温
め
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成　

年
の
市
長

２３

選
挙
に
立
候
補
す
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
は
南
山
小
学
校
を
新
設
す

る
こ
と
を
公
約
に
挙
げ
、
当
選

後
早
急
に
小
学
校
用
地
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
近
隣
に
工
場

が
立
地
で
き
る
用
地
確
保
の
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

更
に
こ
れ
に
並
行
し
て
、
稲

城
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運

営
委
員
会
に
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
諮
問
し
、
平
成　

年
２５

８
月
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

検
討
の
結
果
と
し
て
は
、「
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
完
全
給

食
を
継
続
し
て
ほ
し
い
・
調
理

場
の
運
営
は
公
設
民
営
方
式
が

適
し
て
い
る
・
第
一
調
理
場
の

施
設
整
備
は
市
内
に
移
転
候
補

地
を
確
保
し
早
期
に
建
て
替
え

る
必
要
が
あ
る
・
第
二
調
理
場

自
治
体
と
比
べ
て
も
比
較
的
早

い
時
期
か
ら
小
中
学
校
完
全
給

食
（
主
食
・
副
食
・
ミ
ル
ク
の

提
供
）を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

第
一
調
理
場
は
昭
和　

年
２
月

４６

１
日
か
ら
稼
働
し
て
お
り
、
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
伴
う

新
設
校
に
対
応
す
る
た
め
平
成

　

年
４
月　

日
か
ら
稼
働
し
た

１１

１２

第
二
調
理
場
と
併
せ
て
２
カ
所

か
ら
配
食
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
調
理
場
は
老
朽
化
が
激

し
く
、
以
前
か
ら
整
備
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
解
決
困
難
な

課
題
が
あ
り
、
な
か
な
か
実
現

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
一
の
課
題
は
用
途
地
域
の

問
題
で
す
。
現
在
の
第
一
調
理

場
は
第
一
小
学
校
の
隣
接
地
に

所
在
し
て
い
ま
す
が
、
都
市
計

画
の
用
途
地
域
は
「
第
二
種
中

高
層
住
居
専
用
地
域
」
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
工
場
が
建
て
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
規
模
改

修
も
新
築
と
同
様
に
扱
わ
れ
る

た
め
改
築
も
で
き
ま
せ
ん
。
い

わ
ゆ
る
「
既
存
不
適
格
」
の
状

態
で
あ
り
、
現
地
で
の
再
整
備

が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　

第
二
の
課
題
は
敷
地
の
問
題

で
す
。
稲
城
市
は
か
ね
て
よ
り

財
政
基
盤
の
弱
い
自
治
体
で
あ

り
、
義
務
教
育
施
設
な
ど
の
基

本
的
な
公
共
施
設
の
敷
地
を
買

い
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
ら

く
借
地
で
設
置
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

第
一
調
理
場
の
敷
地
も
一
部
は

市
有
地
で
す
が
、
大
半
は
地
元

の
地
主
さ
ん
か
ら
お
借
り
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
は

買
い
取
る
か
返
還
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
仮
に

▲

新
第
一
調
理
場

梨
赤
星
病
予
防
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
（
カ
イ
ヅ
カ
イ

ブ
キ
、
タ
マ
イ
ブ
キ
、
一
部
の
コ

ニ
フ
ァ
ー
等
）
は
梨
の「
赤
星
病
」

の
伝
染
源
と
な
り
ま
す
。
特
産
物

の
梨
を
守
る
た
め
に
、
市
内
に
は

こ
れ
ら
の
植
物
を
植
え
な
い
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係
、　

東
京

JA

み
な
み
稲
城
支
店
指
導
経
済
課　

1　

・
６
０
０
２

３７７

▲ビャクシン類
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▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

子育て 
教育 
子育て 
教育 

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

障害 
福祉 
障害 
福祉 

レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ

発
達
支
援
講
座

令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和22222222222年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練練

教育委員会委員に就任教育委員会委員に就任
吉田 伸幸氏吉田　伸幸氏

　9月30日で教育委員会委員の城所正彦氏が任期
満了により退任されたことに伴い、9月の第3回
市議会定例会で同意を得た後、吉田伸幸氏が新た
に市長から任命されまし
た。任期は、令和6年9月
30日までの4年間です。
■問教育総務課教育総務係

　

対
象
の
方
で
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
市 　 
を
ご
覧
く

HP

だ
さ
い
。

■申
 

■先
 

子
育
て
支
援
課
窓
口

※
郵
送
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

で
は
提
出
で
き
ま
せ
ん
。

※
必
ず
受
給
者
本
人
が
必
要
書
類

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
６
月
分
児
童
扶
養
手

当
受
給
世
帯
対
象
の
追
加
給
付
申

請
の
み
郵
送
提
出
可

■限
 
　

月　

日（
金
）

１０

３０

■問
 

厚
生
労
働
省
「
ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
」
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　

1
０
１
２
０
・　

・　

、

４００

９０３

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

養
育
家
庭（
里
親
）体
験

発
表
会

　

都
内
に
は
、
親
の
病
気
・
離
婚
・

虐
待
な
ど
の
様
々
な
事
情
に
よ
り
、

親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

な
い
子
ど
も
が
約
４
千
人
い
ま
す
。

　

養
育
家
庭
制
度
は
、
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
を
自
ら
の
家
庭
に

迎
え
入
れ
（
養
子
縁
組
を
目
的
と

せ
ず
）
、
家
庭
的
な
環
境
で
育
て

て
い
く
も
の
で
す
。

　

発
表
会
当
日
は
、
実
際
に
養
育

家
庭
と
し
て
子
育
て
中
の
方
が
、

き
っ
か
け
や
養
育
家
庭
だ
か
ら
こ

そ
味
わ
え
る
子
育
て
の
素
晴
ら
し

さ
等
を
語
り
ま
す
。
ま
た
、
多
摩

児
童
相
談
所
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
設
置
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
二
児
童
館
・
学
童

ク
ラ
ブ
ま
つ
り
２
０
２
０
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

■問
 

第
二
児
童
館　

1　

・
９
５
７

３７９

３

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
）
と

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）

等
の
発
達
障
害
に
関
す
る
基
礎
的

な
知
識
や
支
援
の
流
れ
に
つ
い
て
、

事
例
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
木
）

１１

１２

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分
（
受
付

１０

１１

３０

＝
午
前
９
時　

分
〜
）

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■講
 

精
神
保
健
福
祉
士
、
公
認
心
理

師
（
稲
城
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
）

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル（
必

要
事
項
〇
氏
名
〇
お
住
ま
い
の
地

　

次
の
住
ま
い
を
決
め
る
ま
で
の

一
時
的
な
生
活
の
場
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

■対
 

原
則　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

６０

し
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
を
有
す
る

○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

○
自
立
し
た
生
活
は
で
き
る
が
、

自
宅
で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る

○
常
時
医
療
を
必
要
と
し
な
い

○
共
同
生
活
を
営
め
る

○
家
族
の
援
助
を
受
け
ら
れ
な
い

■申
 

持
参
、
郵
送
、
代
行
申
請
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）

※
申
請
書
は
高
齢
福
祉
課
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
入
手
可

※
市
の
入
所
者
選
定
会
議
で
、
入

所
者
を
決
定
後
、
連
絡
し
ま
す
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

無くそう！無くそう！
枯草火災枯草火災

　これからの季節は空気が乾
燥し、たばこのポイ捨てや火
遊び等、人の行為が原因の枯
草火災が発生する可能性があ
ります。
　また空地の枯草は放火犯の
標的となるため、早めに刈り
取り、火災が発生しにくい環
境を作りましょう。
■問稲城消防署予防課予防係
1377－7119

中
止
し
ま
す

第
二
児
童
館
・

学
童
ク
ラ
ブ
ま
つ
り

２
０
２
０

入
居
者
募
集

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

「
ど
ん
ぐ
り
」

区
〇
連
絡
先
）

■先
 

■問
 

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ポ

ー
い
な
ぎ　

1　

・
８
７
９
４　

３３１

5　

・
８
７
９
５　

� resu

３３１

po

‐ inagi@
inagi

‐ masa
yum

e.com

■日
 
　

月
９
日（
月
）

１１
■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■申
 

電
話

■共
 

稲
城
市
、
多
摩
児
童
相
談
所

■先
 

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

本
郷
分
室　

1　

・
６
３
６
６

３７８

▲

吉田　伸幸氏

体験する
自助・共助・公助訓練
　新型コロナウイルス感染症に対応した避
難者受付や避難所設営の訓練を行います。
医療救護連携訓練
　応急救護の体験ができます。

災害体験訓練
　起震車で地震を体験できます。

申
請
受
付
中

令
和
２
年
度

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金

乗車体験
　普段乗ることのできないはしご車や白バ
イに乗車できます。

キッズコーナー
　顔はめパネルや防火衣を着て、記念撮影
ができます。また、ミニ消防車の運転もで
きます。

　防災関係機関が相互に連携した訓練を行います。また、会場には体験型の訓練もありますの
で、ぜひ参加ください。訓練に参加する方はマスクの着用をお願いします。
※雨天決行（災害発生・発生する恐れのある場合や前日の天候不順などで準備ができない場合
は、変更・中止とする場合があります）
※訓練開始時に、市内全域の防災行政無線でサイレンが鳴ります。

■日11月1日（日）　■時午前9時～正午ごろ　■場多摩川緑地公園
■問稲城消防署防災課防災係　1377－7119

見学する
特殊車両の展示
　排水ポンプ車や陸上自衛隊衛生車などを展示し
ます。
土砂災害救出救助訓練
　消防署・消防団・稲城市総合建設業協会・消防
支援ボランティアが連携して訓練を行います。

水防工法訓練
　消防団による積み土のう工法訓練を行います。

ペットの防災対策
　動物救護相談やペットへのマイクロチップ装着
（先着10頭）を行います。



凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物
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親親子子でで
守守るる

地地元元がが好好ききだだ。。
だだかからら守守りりたたいい。。

消消防防車車にに乗乗りりたたかかっったたかからら
（（父父））章章一一郎郎団団員員
　入団のきっかけは消防車に乗りたかったからで

す（笑）。
入団してからは、幅広い年
齢の方と職業上の立場に関係
なく仲間といえる信頼関係が
築けました。
また消防団活動は、職場で
の話題の一つとしても役立っ
ています。

社社会会勉勉強強ををししたたかかっったたかからら
（（子子））匠匠団団員員
　防災に対する意識・知識、そこからコミュニケ
ーション能力が培われること
は、社会勉強になります。
学生から社会人になる時は
就職活動の相談にも乗っても
らえました。
日々の活動の中で、消防団
活動の枠を超えた経験をさせ
てもらっています。

学学業業とと消消防防団団活活動動
　団員の仲間が学生という立場を理解してくれ
て、学業に支障が出ないよう配慮してくれました。
また、就職活動の面接時には、全ての企業の方
に消防団のことを聞かれました。活動に興味を持
っていただけたようなので、担当者の目に留まる
人材になっていたのではないか？と思います。

自自分分のの子子もも消消防防団団へへ
　消防団に入団すると、活動を通じて様々な知識
を得られるのでおススメな地域活動です。
自分の子に対しては、入団を強制したことはな
かったのですが、私の活動を見て自分も入団した
いと思ってくれたのならうれしいです。
親子で活動することで、様々な場面・幅広い世
代から頼りにされることが増え、地域に貢献でき
ていると実感しています。

消防団
特集

思
い
ま
す
。

　

日
々
訓
練
に
励
む
消
防
団
員
の

皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に

は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

消
防
団
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
！

消
防
団
は
消
防
署
と
両
輪
と
な
っ

て
市
民
を
守
り
ま
す

　

独
自
の
消
防
本
部
が
あ
る
稲
城

市
で
は
、
消
防
団
員
と
消
防
職
員

は
互
い
に
身
近
な
存
在
で
あ
り
、

よ
り
実
践
的
な
連
携
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
現

場
に
出
動
し
、
消
火
・
救
助
活
動

を
行
う
消
防
団
員
は
、
消
防
職
員

に
と
っ
て「
大
切
な
仲
間
」で
す
。

　

各
地
域
に
詳
し
く
、
地
元
に
密

着
し
た
活
動
を
す
る
消
防
団
な
ら

で
は
の
チ
カ
ラ
が
、
市
民
を
守
る

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

稲
城
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で　

歳
１８

以
上
の
健
康
な
方

▽
入
団
方
法　

窓
口
、
電
話
、
メ

ー
ル
、
「
稲
城
市
消
防
団
」
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
等
か
ら
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

消防団員に
インタビュー

 三  ヶ  尻 
み か じり

　 匠 団員（子）
たくみ

学生時代に入団し、社会人になって
からも活動を継続。現分団部長。

 三  ヶ  尻 　 章  一  郎 団員（父）
み か じり しょう いち ろう

元分団長。約14年にわたり、消防団
で活躍中。

消
防
団
の
活
動
を
紹
介

Instagram P R 動画

Twitter

▲防災課消防団係
阿部係長

稲城市消防団には、親子で活動する団員が
います。
家族一丸となって地域を思う団員親子に話

を伺いました。

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ
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稲
城
市
消
防
団

稲
城
市
消
防
団

■問
 

稲
城
消
防
署
防
災
課
消
防
団
係

1　

・
７
１
１
９　

� sho
u

377

bousai@
city.inagi.lg.jp

女女性性のの視視点点でで
守守るる

地地元元がが好好ききだだ。。
だだかからら守守りりたたいい。。

一一歩歩踏踏みみ出出そそううととししてていいるる皆皆ささんんへへ
　全ての行事に参加しなくても大丈夫です。学校・
仕事・家庭のことを優先して、できることをやれ
ば良いと思います。
女性だから活動しにくいということは全くな
く、今後は女性チームで救命講習の実施や広報活
動をしていけたらと思っています。
消防団は、男女が協力して活動できることを一
緒に考え、一丸となって活動していますので、そ
の環境が活動のしやすさとなっています。
一緒に消防団活動をしてみませんか。

女女性性だだかかららででききるる
　女性だからこそできることもあると思います。
例えば、大規模災害時などでは、女性などが気軽
に相談できる環境を整えることができます。女性
がいるだけで子どもやお年寄りの方が接しやすく
なるのが一番の強みだと感じます。
女性の立場を活かして、色々なことに挑戦して
いきたいです。

防防災災知知識識をを伝伝ええたたいい
　消防団での活動は、防災についての知識を学べ
ます。地域の皆さんに、様々な活動で得た経験を
たくさん伝えていきたいです。

消
防
団
と
は

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
学
生
・

会
社
員
な
ど
で
あ
る
非
常
勤
特
別

職
の
公
務
員
で
す
。
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
同
じ
気
持
ち
を
持
っ
た
仲

間
達
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動

災
害
時
に
駆
け
つ
け
ま
す

　

火
災
や
大
規
模
災
害
時
に
は
現

場
へ
駆
け
つ
け
、
消
防
職
員
と
一

緒
に
消
火
・
救
助
活
動
を
行
い
ま

す
。

日
頃
か
ら
の
訓
練
・
点
検

　

い
ざ
と
い
う
時
の
消
火
・
救
助

活
動
た
め
に
、
日
頃
か
ら
訓
練
や

資
機
材
な
ど
の
点
検
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
域
活
動

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近

な
消
防
団
員
は
、
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
で
す
。
地
域
の
方
と
一
緒

に
、
防
災
訓
練
や
地
域
行
事
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
守
る
消
防
団

大
き
な
安
心
と
な
っ
て
い
ま
す

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
見
守
る

消
防
団
の
存
在
は
、
私
達
に
と
っ

て
大
き
な
安
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
地
域
の

消
防
団
が
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
て

く
れ
る
と
い
う
安
心
感
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
た
る
も
の
と

▲自治会連合会
佐久間会長

 惠 　 桃  香 団員
めぐみ もも か

将来、救急隊員を目指す
学生団員。団員活動・勉
強と日々奮闘中。

地地域域ののたためめにに入入団団をを決決意意
惠惠団団員員
　入団のきっかけは、地域の
行事に消防団が参加してい
て、交流があったことです。
地域のことをもっと知りた
い・地域のために役立ちたい・
生まれ育ったまちを守りたい
と思い入団しました。

まだまだ男性のイメージが強い消防団。し
かし消防団の活動に性別は関係ありません。
地域のために活動し、活躍する女性団員に

話を伺いました。
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
、大
地
震
に
対
し
、住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断（
上
限　

万
円
）・
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部（
上
限　

万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

10

100

健康 
医療 
健康 
医療 

まち 
づくり 
まち 
づくり 

傍
聴
で
き
ま
す

稲
城
市
都
市
計
画
審
議
会

検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診

（
胃
が
ん
・
乳
が
ん
）

指定医療機関一覧
地区電話番号医療機関名

矢野口

377－6433谷平医院

379－0939矢野口クリニック

377－0035こせき内科クリニック

370－8770かじわら内科・泌尿器科
クリニック

東長沼

313－9272菜の花クリニック

379－4851東長沼クリニック

370－7611稲城腎・内科クリニック

379－4870あべ内科クリニック

401－5836なかお内科クリニック

大丸

377－6128稲城診療所

379－8880稲城癒しの森内科
クリニック

377－1421稲城市立病院
健診センター

401－3733いしがき医院

百村

378－3333菊池医院

370－0530稲城わかばクリニック

378－1570いなぎ駅前クリニック

370－7363栄耳鼻咽喉科クリニック

平尾

331－8570簡野クリニック

331－8201高クリニック

331－8221平尾内科クリニック

押立378－3224桜井医院

向陽台
377－3087竹田耳鼻咽喉科

気管食道科医院

378－6677向陽台クリニック

長峰350－7171長峰クリニック

若葉台350－6075若葉台クリニック

　

症
状
が
無
く
て
も
定
期
的
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

胃
が
ん
検
診

　

今
年
度
最
後
の
募
集
で
す
。

■対
 
　

歳
以
上
（
昭
和　

年
４
月
１

４０

５６

日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

※
原
則
年
度
に
１
回
の
受
診

※
胃
な
ど
の
手
術
を
し
た
方
、
治

療
中
の
方
、
腎
疾
患
・
心
疾
患
で

水
分
制
限
の
あ
る
方
、
妊
娠
中
の

方
を
除
く
。

■日
 
　

月
５
日（
土
）、
令
和
３
年
１

１２
月　

日（
日
）

１７
■時
 

午
前
９
時
〜
正
午

※
時
間
指
定
不
可

※
申
込
状
況
に
よ
っ
て
検
診
終
了

時
間
は
変
動
し
ま
す
。

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
５０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
申
込
者
全
員
に
郵
送

■内
 

問
診
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
９
８
０
円

※
保
険
割
合
１
割
負
担
＝　

円
、

６６０

２
割
負
担
＝
１
３
２
０
円
（
要
保

険
証
な
ど
）

※
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
費
用

免
除
（
要
各
証
明
書
）

乳
が
ん
検
診

　

受
診
希
望
者
が
多
い
た
め
、
新

た
に
ふ
れ
ん
ど
平
尾
で
の
実
施
日

を
設
け
ま
し
た
。

■対
 
　

歳
以
上
（
昭
和　

年
４
月
１

４０

５６

日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
平
成　

年
３１

度
以
降
未
受
診
の
女
性

※
２
年
度
に
１
度
の
受
診

※
既
に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方
、

治
療
中
の
方
、
妊
娠
中
の
方
、
授

■対
 

①
令
和
２
年
度
に　

・　
・　
・

６５

７０
７５

　

・　

・　

・　

・　

歳
に
な
る

８０

８５

９０

９５

１００

方②
接
種
日
現
在　

〜　

歳
で
、
心

６０

６４

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
障

害
を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
程
度
）
及
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

③
令
和
２
年
度
に　

歳
以
上
に
な

６５

る
方
の
う
ち
①
を
除
い
た
方

※
今
回
よ
り
③
の
対
象
者
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

※
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
量
に
よ
っ
て

は
、
定
期
接
種
の
対
象
で
あ
る
①

②
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
過
去
に
１
度
で
も
こ
の
予
防
接

種
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外

▽
回
数　

１
回

■持
 

保
険
証
な
ど

※
②
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳
の

コ
ピ
ー
ま
た
は
医
師
の
診
断
書
を

提
出

■費
 

４
千
円

※
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
費
用

免
除
（
要
各
証
明
書
）

※
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
接
種

　

都
で
は
、
自
殺
防
止
対
策
と
し

て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
「
東
京
都
福
祉
保
健
局
」

 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP▽
電
話
相
談　

こ
こ
ろ
と
い
の
ち

の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
1
０
５
７
０・

０
８
７
４
７
８
（
午
後
２
時
〜
翌

午
前
５
時　

分
）

３０

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談　

ア
カ
ウ
ン
ト

名：
相
談
ほ
っ

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠

東
京
〔
午
後
３

時
〜　

時
（
受

１０

付
＝
午
後
９
時

　

分
ま
で
）
〕

３０■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

■日
 
　

月
９
日（
月
）

１１
■時
 

午
後
２
時

■場
 

消
防
署
講
堂

■定
 
　

人　
１０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■内
 

用
途
地
域
の
変
更
（
稲
城
中
央

乳
中
の
方
、
断
乳
後
６
カ
月
未
満

の
方
を
除
く
。

■日
 
　

月　

日（
月
）

１２

１４

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

※
時
間
指
定
不
可

※
申
込
状
況
に
よ
っ
て
検
診
終
了

時
間
は
変
動
し
ま
す
。

■場
 

ふ
れ
ん
ど
平
尾

■定
 
　

人
５０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
申
込
者
全
員
に
郵
送

■内
 

問
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査
）

■費
 

２
４
７
０
円

※
保
険
担
割
合
１
割
負
担
＝　
円
、

８２０

２
割
負
担
１
６
５
０
円
（
要
保
険

証
な
ど
）

※
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
費
用

免
除
（
要
各
証
明
書
）

◆
共
通
事
項

■申
 

窓
口
、
郵
送
、
東
京
共
同
電
子

申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス

※
今
年
度　

・　

・　

・　

歳
に

４３

４５

４７

４９

な
り
、
令
和
２
年
度
乳
が
ん
検
診

の
ハ
ガ
キ
型
受
診
券
を
お
持
ち
の

方
、
今
年
度　

歳
に
な
り
乳
が
ん

４１

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち

の
方
は
電
話
申
込
可

■限
 
　

月　

日（
月
）必
着

１０

２６

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

・　
２０６

０８０４

稲
城
市
百
村　

の
１　

1　

・
３

１１２

３７８

４
２
１

済
み
の
方
は
償
還
払
い
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■申
 

■先
 

市
内
指
定
医
療
機
関
（
右
表

参
照
）

※
接
種
に
予
約
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■限
 

令
和
３
年
３
月　

日（
水
）

３１

※
休
診
日
を
除
く
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

公
園
）
、
地
区
計
画
の
変
更
（
稲

城
中
央
公
園
周
辺
地
区
）
、
地
区

計
画
の
決
定
（
稲
城
長
沼
駅
東
地

区
）
、
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

■申
 

は
が
き
（
必
要
事
項
〇
住
所
〇

氏
名
〇
電
話
番
号
）

■限
 
　

月　

日（
木
）必
着

１０

２９

■先
 

■問
 

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

10月15日～11月1日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時（受付時間は各医療機関にお問い合わせください）
■問保健センター　1378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　1377－7119）

薬局医療機関日程

丘の上薬局（東長沼）
1378－3388

いなぎ駅前クリニック（百村）
1378－157018日（日）

サンリ薬局長峰店（長峰）
1350－3577

長峰クリニック（長峰）
1350－717125日（日）

11月の申込受付 ������� ■場■先■問保健センター　1378－3421

締切日実施日対象事業名

前日までに
予約

25日（水）令和元年10・11月に2,500g 
未満で生まれたお子さん

低出生体重児の
1歳児健康診査

  4  日（水）
27日（金）平成30年4・10月生まれ2歳児・2歳6か月児

歯科健康診査

13日（金）妊娠安定期に入った方妊婦歯科健康診査

  9  日（月）16日（月）第1子の保護者
（令和2年6月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着20人）

11日（水）13日（金）未就学児と保護者、妊婦母子健康相談
（個別相談、身体測定）

※母子健康相談の個別相談は10月20日（火）から予約受け付け
※母子健康相談の身体測定を再開します（先着20組）。
※2歳児・2歳6か月児歯科健康診査は10月15日（木）から予約受け付け

　

放
置
自
転
車
問
題
を
考
え
る
機

会
と
し
て
、
駅
前
放
置
自
転
車
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
。　

自
転
車
や
原
付
バ
イ
ク
を
利
用
す

る
方
へ

〇
各
駅
か
ら
半
径　

メ
ー
ト
ル
以

５００

内
に
住
む
方
は
、
駅
ま
で
の
自
転

車
・
原
付
バ
イ
ク
の
利
用
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

〇
駐
車
す
る
際
は
、
盗
難
防
止
の

た
め
２
カ
所
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

撤
去
し
ま
す

放
置
自
転
車
・
原
付
バ
イ
ク

　

市
の
条
例
に
基
づ
き
、
駅
中
心

か
ら
半
径　
メ
ー
ト
ル
の
範
囲（
若

３００

葉
台
駅
の
み
別
途
指
定
）
を
自
転

車
等
放
置
禁
止
区
域
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
区
域
内
に
放

置
さ
れ
た
自
転
車
・
原
付
バ
イ
ク

は
、
随
時
撤
去
し
ま
す
。
撤
去
し

た
自
転
車
・
原
付
バ
イ
ク
は
、
自

転
車
等
保
管
場
所
に
保
管
し
、
告

示
の
翌
日
か
ら　

日
間
経
過
し
て

６０

も
引
き
取
り
の
な
い
場
合
は
処
分

し
ま
す
。

※
チ
ェ
ー
ン
錠
な
ど
で
道
路
固
定

物
に
固
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

切
断
し
て
撤
去
し
ま
す
（
切
断
し

た
チ
ェ
ー
ン
錠
な
ど
は
補
償
し
ま

せ
ん
）
。

■問
 

管
理
課
交
通
対
策
係

第

回
駅
前
放
置
自
転
車

37
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月

日（
木
）〜

日（
土
）

10

22

31

　

放
置
駐
車
の
確
認
な
ど
を
行
う

駐
車
監
視
員
の
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。
詳
細
は
「
警
視
庁
」 　 
を
HP

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■日
 

令
和
３
年
１
月　

日（
月
）・　

１８

１９

日（
火
）

※
試
験
日
＝
令
和
３
年
１
月　

日
２５

（
月
）

■場
 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
江
東
区

有
明
３
の　

の
１
）　

１１

■定
 
　

人
４００

■費
 

２
万
円

■申
 

■先
 

都
内
警
察
署
窓
口

▽
申
込
期
間　
　

月
２
日（
月
）〜

１１

　

日（
月
）

３０■問
 

警
視
庁
放
置
駐
車
対
策
セ
ン

タ
ー　

1　

・
３
５
８
１
・
４
３

０３

２
１ 駐

車
監
視
員
資
格
者
講
習

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談

自
殺
防
止
対
策

○○がん検診希望
第一希望 　月　日　会場
第二希望 　月　日　会場

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲

申
込
記
入
例

予
防
接
種
助
成

対
象
者
を
拡
充

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

保
健
相
談

■日
 

第
１
火
曜
日

■時
 

午
前
９
時　

分
、
午
前　

時　

３０

１０

３０

分
（
各
相
談　

分
程
度
）

３０

栄
養
相
談

■日
 

第
２
・
３
火
曜
日

■時
 

午
前
９
時　

分
、
午
前　

時
、

３０

１０

午
前　

時
（
各
相
談　

分
程
度
）

１１

３０

◆
共
通
事
項

■申
 

電
話

■限
 

相
談
日
前
日

■場
 

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３７８

３
４
２
１

活
用
し
ま
し
ょ
う

健
康
相
談
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

お
詫
び
と
訂
正
広
報
い
な
ぎ　

月
1
日
号
7
面
の
「
金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル　

プ
ロ
格
闘
技
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
と
私
」
で
、
講
師
の
在
住
地
区
に
東
長
沼
と
あ
る
の
は
、「
百
村
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。　

■問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ　

1　

・
2
1
1
2

10

378

保険 
年金 
保険 
年金 

税金 税金 

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

　気温も下がって爽やかな行楽の季節である秋。夏
場よりも過ごしやすいはずですが、体調を崩しがち
な季節でもあります。秋に体調を崩しやすくなるの
は、夏の冷えによる疲れが残っていることや、急な
気温の変化・空気の乾燥・日照時間の減少などがあ
げられます。寒暖差の激しい秋は自律神経の乱れが
生じやすく、疲れや睡眠不足になったりします。ま
た、秋風邪もひきやすくなります。

健康に過ごすためには
水分を積極的にとる
　秋は夏に比べると喉の渇きを感じにくくなるた
め、積極的に水分補給をしましょう。
体を温める
　体を温めることを意識して毎日を過ごしましょ
う。
太陽の光を浴びながら適切な運動をする
　散歩がてらのウォーキングを積極的に取り入れま
しょう。特に朝の太陽を浴びながらのウォーキング
がお薦めです。
早寝早起きをし、規則正しい生活を送る
　早寝早起きをすることで自律神経のバランスを整
え、免疫力を高めることができます。
食事でしっかり栄養補給をする
　秋の食材を積極的に取り入れて、バランスの良い
食事を心掛けましょう。旬の食材（例えばサンマや
サツマイモ等）は良質なタンパク質・ビタミン・ミ
ネラル等の栄養素が含まれています。
衛生面を徹底する
　乾燥する時期は特に手洗い・うがい、外出する際
はマスクをしましょう。

　こうした対策によって、季節の変わり目の体調に
注意し、快適な秋を過ごしましょう。

稲城市医師会　 高 　 慎  太  郎 
こう しん た ろう

秋の健康管理

ヘルスメーター

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
、
そ
の

他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
案
内
・
事
務
手
続

き
は
、
日
本
年
金
機
構
が
行
い
ま

す
。

▽
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
の
対

象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

〇　

歳
以
上

６５
〇
世
帯
全
員
の
令
和
２
年
度
の
市

民
税
が
非
課
税

〇
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

所
得
額
の
合
計
が　

万
９
９
０
０

８７

円
以
下

▽
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
中
の
対
象
者

〇
前
年
の
所
得
額
が
約　

万
円
以

４６２

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
が
亡
く
な
っ
た
時
、
葬
儀
費

用
を
支
払
っ
た
方
へ
、
葬
祭
費
と

し
て
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

■持
 

被
保
険
者
証
、
葬
儀
費
用
を
支

払
っ
た
方（
申
請
者
）の
印
鑑
（
朱

肉
を
使
う
物
）
、
葬
儀
の
領
収
書

ま
た
は
請
求
書
の
写
し
、
振
込
先

　

令
和
２
年
分
給
与
所
得
者
の
年

末
調
整
・
法
定
調
書
・
給
与
支
払

報
告
書
の
説
明
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

※
年
末
調
整
の
説
明
・
用
紙
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
は
「
国
税
庁
」 　 
で
HP

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
 

源
泉
所
得
税
関
係
・
法
定
調
書

関
係
に
つ
い
て
＝
日
野
税
務
署　

1　

・　

・
５
６
６
１

０４２

５８５

給
与
支
払
報
告
書
・
住
民
税
特
別

徴
収
に
つ
い
て
＝
市
役
所
課
税
課

市
民
税
係

▽
会
長　

安
東　

道
正
氏

▽
副
会
長　

中
井　

敏
生
氏

▽
理
事　

小
沢　

重
郎
氏
、
岡
田 

昭
人
氏
、
藤
田　

佑
二
氏
、
中
村 

燈
氏
、
原　

忠
男
氏
、
藤
島　

亮

子
氏
、
寺
島　

彰
氏

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　

1　

・
２
１
１
２

３７８

　

初
心
者
向
け
に
名
古
屋
帯
や
半

幅
帯
な
ど
が
、
一
人
で
結
べ
る
よ

う
に
指
導
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日
〜　

月　

日
の
毎
週

１１

１１

１２

１６

水
曜
日
（
全
６
回
）

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■定
 

４
人
（
申
込
先
着
順
）

※
最
低
開
講
人
数
＝
２
人

■費
 

６
千
円
（
申
込
時
）

■申
 

窓
口
〔　

月　

日（
金
）午
前
９

１０

１６

時
〜
〕

■場
 

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

1　

・
２
２
１
２

３７７ 納期限　11月2日（月）

市･都民税（普通徴収）（第3期）
国民健康保険税（第4期）
安心！納税！口座振替 ! !

■問 収納課

大塚製薬（株）と連携協力に関する
包括協定を締結（9月25日）
　市民の健康増進・スポーツ振興・災害対策など市
民サービスの向上を図るため、「稲城市と大塚製薬
（株）との包括連携協定」を締結しました。

下請
求
手
続
き　

　

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら　

月
１０

中
旬
以
降
、
お
知
ら
せ
（
請
求
書

同
封
）
を
送
付
し
ま
す
。
令
和
３

年
２
月
１
日（
月
）ま
で
に
請
求
手

続
き
が
完
了
す
る
と
、
令
和
２
年

８
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け

取
れ
ま
す
。
年
金
を
受
給
し
始
め

る
方
は
、
年
金
の
請
求
手
続
き
と

併
せ
て
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
既
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
給
中
の
方
は
手
続
き
不
要

■問
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

1
０
５

７
０
・　

・
１
１
６
５
（
ナ
ビ
ダ

０５

イ
ヤ
ル
）
、
府
中
年
金
事
務
所　

1　

・　

・
１
０
１
１

０４２

３６１

の
分
か
る
物

■申
 

窓
口
、
郵
送

※
郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
、
申

請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
他
、
「
資
格
喪
失
」
「
相

続
人
代
表
者
・
口
座
の
指
定
」
の

手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
係中

止
し
ま
す

日
野
税
務
署
に
よ
る

年
末
調
整
等
説
明
会

稲
城
市
姉
妹
友
好
都
市

交
流
協
会
が
発
足
し
ま
し
た

（
9
月

日
）

27

着
付
け
教
室

　

稲
城
市
と
姉
妹
都
市
・
友
好
都

市
の
市
民
と
の
相
互
交
流
を
推
進

し
、
多
文
化
共
生
に
よ
る
心
豊
か

な
市
民
生
活
の
向
上
と
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

南南多多摩摩33市市観観光光連連携携ププロロジジェェククトト
観観光光セセミミナナーーＩＩＮＮ町町田田薬薬師師池池公公園園 四四季季彩彩のの杜杜西西園園
心心がが動動いいたた瞬瞬間間をを、、写写真真ににししままししょょうう！！

～～ススママフフォォトトググララフファァーー入入門門講講座座～～

　スマートフォン等のカメラの仕組みや写真を撮
る便利な機能などを学び、薬師池公園四季彩の杜
西園内で写真を撮ります。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・
変更となる場合があります。
■対稲城市・多摩市・町田市に在住・在学・在勤の方
■日11月21日（土）
■時午後1時30分～4時30分ごろ
■場町田薬師池公園四季彩の杜西園（ラボ・体験工
房）（町田市本町田3105）
■定20人　※申込者多数の場合は抽選し、結果は

11月6日（金）までに通知
■講竹内　悠貴氏（フォトコミュニケーション協会）
■申ファクス、メール（必要事項〇氏名〇性別〇年
齢〇住所〇携帯電話番号〇同行者の氏名・年齢・
性別）
※「観光セミナーＩＮ町田薬師池公園四季彩の杜
西園」と記載
■限11月2日（月）必着
■先■問（株）ＪＴＢ東京多摩支店観光セミナー係
1042－521－5550　� minamitama@jtb.com
5042－521－5558

消消費費者者講講座座
稲稲城城のの農農地地ををみみよようう！！親親子子でで学学ぶぶ 農農地地・・牧牧場場探探検検

～～地地場場野野菜菜のの収収穫穫やや動動物物のの見見学学～～

　稲城の風土に触れながら、冬野菜の収穫を体験
し、自然の中で生育する動物の見学も行います。
■対市内在住の親子
※ベビーカーでの参加不可、授乳・おむつ交換ス
ペース無し
※起伏のあるコースで1時間程度歩きます。
■日11月22日（日）
■時午前9時～正午　※小雨決行
■場坂浜地区の農園・大塚牧場

▽集合時間・場所
午前9時・上谷戸緑地体験学習館
■定12組（1組4人まで）
※申込者多数の場合は抽選し、結果は11月6日

（金）までに通知
■費1組当たり2,000円程度（持ち帰り野菜代など）
■申往復はがき〔必要事項〇参加者全員の氏名（漢
字、フリガナ）〇学年（未就学児は年齢）、お子
さんとの続柄〇住所〇電話番号〇携帯電話番号
（持っている場合）〇集合場所までの交通手段〕
※重複の応募は無効
■限10月26日（月）必着
■先消費生活センター（〒206－0804稲城市百村
2111パルシステム生活協同組合連合会稲城事務
センター3階　農地探検申込係）
■問市民協働課市民生活係

葬
祭
費
の
支
給
申
請

市ホームページ市ホームページ
バナー広告バナー広告
募集中募集中

　企業や商品のＰＲにご活
用ください。詳細は市�を
ご覧ください。
■問秘書広報課広報広聴係
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10.15
第1332号 稲城のイチオシ情報をお届けします 

プラス 

PlusPlus

2020
令和2年 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

■日
■時　

月　

日（
土
）午
後
2
時
〜　

栃
木
Ｓ
Ｃ　

■日
■時　

月　

日（
水
）午
後
7
時
〜　

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田　

■場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ（
株
）　

1　

・
3
5
1
2
・
1
9
6
9

10

17

vs

10

21

vs

03

11月は稲城市民憲章推進月間です
■問稲城市民憲章推進協議会事務局（市民協働課協働推進係）

次の休日開庁日は10月24日（土）

▽受付時間　午前8時30分～11時45分、午後1時～5時
（受付時間外は庁舎内に入れません）

▽窓　　口　市民課、国民健康保険係、市民税係、収納課
（税外債権の取り扱いは行いません）

稲城市民憲章の普及・啓発に向けて
　現在、49団体が所属する稲城市民憲章推進協議会では、市民憲章の5つの条文に沿って環境・親切・家庭・健康・文化の5部会を
設置し、市民憲章の普及・啓発活動を行っています。

市民憲章とは
　市民が手をつなぎ、市民意識や連帯感を盛り上げて、皆でより
豊かなまちづくりを進めることを目的として、昭和56年11月1日
に施行されました。

11月1日は稲城市民憲章の制定日です
　稲城市民憲章が制定され、来年で40周年を迎えます。市民憲
章を心の道しるべとして、私たちのまちが一層良くなるよう一人
ひとりが努力しましょう。

▲環境部会による花植え活動

▲健康部会による「市民ふれあい
歩こう会」の実施

▲親切部会による「Ｉのまちいなぎ市民
まつり」での子ども向けブースの出店

▲家庭部会による「稲城市民憲章推
進の日」の開催（クイズラリー等）

▲文化部会による「Ｉのまちいなぎ市民
まつり」での市民憲章普及・啓発活動

ロビー展を開催します
　稲城市民憲章の成り立ちや活動を紹
介します。私たちが住んでいるまちに
ついて考えてみましょう。
■日11月2日（月）～13日（金）
※市役所開庁日のみ
■時午前9時～午後5時
■場市役所1階ロビー

太 陽と緑をたいせつにし、土の香りの
あるまちをつくりましょう

市 民としての自覚を持ち、助け合って
住みよいまちをつくりましょう

心 身ともに健やかに、笑顔で働けるま
ちをつくりましょう

伝 統を尊び、文化を高め、未来に展望
がもてるまちをつくりましょう

年 よりやこどもをいたわり、若い力を
育てるまちをつくりましょう

姉妹都市大空町産
の農産物物産展
姉妹都市大空町産
の農産物物産展

　市民の皆さんを入園無料でご招待します。
※招待券は、広報いなぎ11月1日号にも掲載します。
■日10月22日（木）～11月15日（日）
※11月4日（水）は休園日
■時月～土曜日＝午前10時～午後8時30分、日曜日・
祝日＝午前9時～午後8時30分
ジュエルミネーション
　宝石色をイメージしたイルミネーションがきらびや
かに輝きます。今年は「黄金と誕生石のRESONANCE           」

レ ゾ ナ ン ス

をテーマに、650万球のＬＥＤを用いた12の新エリア
が広がり、皆さんを癒しと安らぎの空間へといざない
ます。

▽開催期間　10月22日（木）～令和3年4月4日（日）

▽ライトアップ時間　午後4時～8時30分
※営業状況が変更になる場合があります。最新情報は
「よみうりランド」�でご確認ください。
■問（株）よみうりランド　1044－966－1111
稲城市経済観光課観光係

稲城市民無料ご招待
inよみうりランド
稲城市民無料ご招待
inよみうりランド

南多摩3市観光連携
プロジェクト
南多摩3市観光連携
プロジェクト

　第3回目は、多摩市の「東京都立埋蔵文化財センター」
と「LINK　FOREST」を巡ります。
※新型コロナウイルスの感染状況により、中止・内容変更
となる場合があります。
■対稲城市・多摩市・町田市に在住・在勤・在学の方
■日12月9日（水）　※小雨決行
■時午後0時30分～5時ごろ

▽集合・解散場所　小田急多摩センター駅前
■定各市10人　※申込者多数の場合は抽選

■費1,000円（喫茶代・お土産代・保険代など）
■申はがき、ファクス、メール（必要事項〇件名「多摩ウォ
ーク」〇氏名〇性別〇年齢〇住所〇携帯電話番号〇同行者
氏名・年齢・性別）
■限11月19日（木）必着　■主南多摩3市観光連携推進協議会
■先■問（株）ＪＴＢ東京多摩支店（〒190－0023東京都立川市
柴崎町2－12－24ＭＫ立川南ビル3階）
1042－521－5550　5042－521－5558　
� minamitama@jtb.com

　北海道大空町産のたまねぎ・
じゃがいも・かぼちゃ等を販売
します。
■日10月24日（土）・25日（日）
■時午前10時～午後3時（売り切
れ次第終了）
■場中央文化センターホール前
■問稲城南山農産物直売所ほのか
1379－8977

〈
切
り
取
り
〉 

稲城市民無料ご招待 
i nよみうりランド 

人数：　人 

入園招待券 

有効期限＝10月22日（木）～11月15日（日） 
※11月4日（水）は休園日 

※本券で同居家族全員が無料で入園できます。 

※本券を切り離し、人数を記入のうえお持ちください。 

※コピー不可、市ＨＰの広報いなぎを印刷したものも不可 

本券でワンデーパスを割引いたします。 
◎ワンデーパス 

おとな　　　　　　　　　5,500円⇒5,200円　　　　名様 

中高生　　　　　　　　　4,400円⇒4,100円　　　　名様 

小学生・シニア（65歳～）　3,900円⇒3,600円　　　　名様 

未就学児（3歳～）　　　　3,400円⇒3,100円　　　　名様 
 

◎ナイトパス 

　（午後4時から販売、大観覧車ほか一部制限あり） 

おとな　　　　　　　　　2,500円⇒2,200円　　　　名様 

3歳～高校生、シニア　　1,700円⇒1,500円　　　　名様 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため営業状況が変更

になる場合がございます。最新の情報は「よみうりランド」

ＨＰをご確認ください。 ○Ｃ MOTOKO  ISHII  LIGHTING  DESIGN

第3回観光ウォークツアー
～過去と未来を学ぶ～多摩センター ミュージアムツアー
第3回観光ウォークツアー
～過去と未来を学ぶ～多摩センター　ミュージアムツアー


